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[日本女性学研究会 2014年 4月例会報告] 

中国の行動派フェミニストとインターネット 

遠山日出也 

はじめに 

 

 「男子トイレ占拠」のビデオ(テレビ報道の一部)――彼女たちは、当然マスコミにも働

きかけをして、報道してもらっている。 

 

一 若い行動派フェミニストの運動・その後 

 

１ 就職の男女差別 

 曹
ツァオ

菊
ジュー

が起こした、中国初の求人の男女差別を訴えた裁判―→昨年 12 月、会社が謝罪、

3 万元(約 50 万円)を支払うことで、和解成立……訴訟を裁判所に受理させるまでの 1 年間

に多大の努力：(例)114 名の女子大学生が連名で、北京市の人民代表大会などに対して、裁

判所に訴訟を受理させるよう求める書簡を送った 

 

２ 女子学生(生徒)に対する性暴力 

 学校教師などによる女子学生(生徒)への性暴力事件が次々に発覚。 

・女性たちが、さまざまな運動――例：教育部・

公安部・中華全国婦女連合会などが性被害防止

のための通知を出したが、その中に:「女子学生

に警戒心を高めさせ、外出時はできるだけ連れ

立って出かけさせる」「寮で夜間の点呼をし、

帰らない者は報告」 

↑各地で、街頭パフォーマンスアートで抗議： 

「強姦犯を閉じ込めろ！ 私を閉じ込める

な！｣ 

「閉鎖的校舎」 

「夜間の点呼」。 

(裏の 2 つの面には、「×一人での外出」「×

夜道を歩く」と書いてある) 

 

３ 社会的マイノリティとの連帯などを広げる 

(1)セックスワーカーと……今年 2 月、中国中央テレビが、広東省で売買春が蔓延してい

る状況を報じた際、多くのセックスワーカーの顔がわかる画像を放映した←―北京・武漢・
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広州で若い女性が 3～5 人ずつ、「セックスワークも仕事だ。セックスワーカーにも尊厳が

ある」というプラカードを掲げ、〈モザイクをかけた顔写真〉の仮面をかぶって、報道の際

にはセックスワーカーの顔にはモザイクをかけるよう街頭で訴えた。女性 NGO も、セック

スワーカーの人権問題についてシンポ。 

(2)農村女性と……「出嫁女(嫁に行った女。結婚後、夫の村でなく、自分の村に住み続け

ている女性)」→しばしば土地が分配されない(←土地所有が家族単位・父系相続だから)も

合宿に参加、街頭パフォーマンスアートも。 

(3)セクシュアル・マイノリティと……呂頻とクィア系の人々がネット上で議論・対話 

 

４ 当局の妨害 

昨年 8 月 広州で「herstory maker 行動力育成夏令営
サマーキャンプ

」という合宿――2 日目にホテル

が、公安当局の圧力によって会議室の提供を断った。他のホテルも使用を断った→尾行を

まいて、郊外の農村部の小さな旅館に移動。移動中のバスの中でも講義をするなどゲリラ

的に継続。 

 

二．中国の行動派フェミニストとインターネット 

 

１．陳
チェン

亜亜
ヤーヤー

の指摘と彼女のフェミニズムサイト 

 

陳の 2008 年論文の指摘 

・「現在のフェミニズムサイトのほとんどは(…)まだ web1.0 段階(情報の送り手と受け手が

固定されている状態)にとどまっていて(…)双方向的な交流が非常に乏しい」 

・主流のフェミニストのサイトは、「周縁の女性グループ」を軽視……セックスワーカー、

レズビアン・トランスジェンダー 

  ↓ 

陳のサイト「女 権
フェミニズム

在線
オンライン

」 

・ユーザーが自由に書き込みや投稿ができる(掲示板への書き込みを除いて、審査あり)。 

・性的マイノリティ(「lesbian」「クィア文化」)のコーナーを設置している。 

・ML、チャットグループも設置。 

 

２．微
ウェイ

博
ボー

(≒twitter、2010年頃～)の活用 

 

・李
リー

麦子
マ イ ズ

：人人網
レンレンワン

(≒facebook)は「親しい友の場」なので「得られる情報は非常に限られ

ており、現実から遊離しやすい」が、「微
ウェイ

博
ボー

は市民社会を推進している」 

・個人個人が、携帯電話からも機動的に発信。 

・双方向性 
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・微
ウェイ

博
ボー

と twitter は、制限字数は同じ 140 字だが、同じ字数でも、中国語は日本語より多

くの内容が書ける。また、「長
チャン

微
ウェイ

博
ボー

」という長文の添付もできる⇒日本で微博と同様のこ

とをするには、ブログ(や facebook)と併用する必要があろう(中国でも、多くはブログと併

用している)。 

 

中国のフェミニスト活動家・女性団体はおおむね微
ウェイ

博
ボー

(＋ブログ)をしている。 

 発信内容――活動報告、イベントの告知、ニュースや生活から感じたこと、記事の転載、

意見の交流、疑問に答える、性差別的意見への反論、抗議、質問状の回答を公表 

・現場から報告する人も――DV 防止法の署名を全人代などに届ける試みをした際、当日

の状況を刻々と 8回に分けて報告。李
リー

陽
ヤン

の DV 裁判について現場から報告。 

・相手方の対応を報告――李陽のスタッフが暴力をふるったことを現場から 4 回に分け

て報告、そのビデオの投稿も。 

       ｜ 

・パフォーマンスアートもビデオに収録して発信＝動画の活用。 

 

・グループとして、ホームページ＋掲示板＋内部の SNS＋MLを持っている＝重層性 

 

３．ネットからうねりを巻き起こす 

 

(1)地下鉄の痴漢 

①2012 年 6 月 20 日、上海地下鉄の微博の公式アカウントが、下着や足が透けて見えてい

る服装をした女性の乗客の後姿の写真を掲載して、「こんな恰好をしたら、痴漢に遭わない

ほうがおかしい。娘さん、自重してください」と発信。フェミニストらが微博などで抗議。 

＊NGO のアカウント「女権の声」(現フォロワー数 3 万 2 千)が上海地下鉄への抗議を呼び

かける。関連する論説なども刻々と紹介。 

＊さまざまな女性が自分の言葉で地下鉄を批判。 

＊「セクハラと服装とは無関係」というハッシュタグを作って多くの人の声を集約。 

②6 月 24 日にパフォーマンスアート……地下鉄内で、1 人の女性が全身を黒いベールで覆

って、「涼しさは欲しいけど、痴漢はいらない」と書いたパネルを持ち、もう 1 人の女性が、

乳房の形をした金属の器を二つ胸に付けて、「私はふしだらでもいいが、痴漢はいけない」

と書いたパネルを持つ 

＊その 1 人が、微博で、2人のパフォーマンスの写真を発信→多くの人が拡散(それぞれ 2445

回、2177 回転載)。 

＊「女権の声」が、他のネットユーザーにも、「一人一枚の写真で、セクハラ反対を訴える」

とうハッシュタグを付けて、メッセージ付きの写真を微博で発信するように呼びかけ 
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以上についてはビデオも参照。 

 

(2)DV 防止法 1 万人署名運動 

オフラインでも集めたが、半分程度はオンラインで集めた。 

・微博に自分の上半身裸の写真を掲載して、署名を呼びかける活動も(15 人)――それらの

写真付き呼びかけを転載：多いのは、肖
シァオ

美
メイ

腻
ニー

1250 回、小
シァオ

鉄
ティエ

1162 回など。 

 

４．双方向性 

微博の双方向性 

①転載(リツイート)しつつ、コメントを付け加える。 

②コメント欄もある(この点は twitter と異なる) 

(1)拡散 

(2)支持、激励――全体的には、これが多い 

○上半身裸の写真の訴えに対するコメントの場合 

・「署名した」、「署名を支持する」、「美しい」、「勇敢だ」 

○男子トイレ占拠をしたことをめぐって、鄭
ジョン

楚
チュ―

然
ラン

が「多くの人身攻撃と漫罵に耐えてい

る。。。。。。。。」とつぶやくと、多くの人から励まし、交流 

・例：「民主主義のルールでは、過半数の票を取ればいい。残りはかってにやらせておけ」

→(鄭)「わかった！！！！！！！ そんな理性的な話を聞けてとてもうれしい～」 

(3)新しい仲間を見つける 

(4)批判や攻撃、疑問に対する応答 

①本人が個別に回答・反論 

例:「DV 反対にために、なぜ裸になる必要があるのか」←小
シァオ

鉄
ティエ

「みんな女の体は、公に

してはならないと思っている――哺乳と男性に見られる場合を除いては。これは、問題が

あると思わないか。女性の身体には自主権がなく、権力によって支配されるしかないのか？」 

②反論の Q&A や論説を出す――否定的反響が非常に多い場合 

例：「私はふしだらでもいいが、痴漢はいけない」←コメン

ト 364 の 7～8 割は否定的(「不公平だ」「上海地下鉄のメッセ

ージは、親切な忠告だ」など)。←個人個人に対してはほとん

ど反論せず、「女権の声」が Q&A 作成したり、フェミニスト

知識人が論説を執筆したり。 

③悪質な攻撃(罵倒、「強姦してやる」など)に対しては、1

人でなく、複数で対応、法的措置を取るなども述べる。 

(5)疑問や批判に応えて議論を発展 

肖美腻
シァオメイニー

の「平らな胸は光栄だ。DV は恥ずべきだ」と書いて

ある裸の写真 
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  ↑ 

平らな胸と暴力との関係がわからない(多数)。 

  ↑ 

たとえば、＠反瓶醋閑逛
ファンピンツーシェングァン

は、「DV と平らな胸を差別するロジックとは一致しており、

いずれも男性の女性の身体に対する支配権を示すものである」「女性の身体は戦場であり、

身体の自主権は DV 反対に体現されているだけでなく、平らな胸を自ら誇ることにも体

現されている」 

  ↑ 

肖美腻「すばらしい」。他の多くの人も、上の発言を転載。 

＊男性も、1人が「DV 反対は男性の参加が不可欠」と写真で訴え、トランスも 2人も「ト

ランス差別と DV は、ともにジェンダー暴力だ」と言って、写真で訴え。 

 

５ 残されている問題 

 

陳
チェン

亜
ヤー

亜
ヤー

の 2008 年論文には、以下のような指摘も。 

・地域的格差：貧困な西部地区には、フェミニズムサイトはほとんどない。 

・領域の分断：「女性/ジェンダー学学科発展ネットワーク」の個人会員も、専門が社会学の

人が 28.57％を占めており、自然科学のメンバーはほとんどいない。フェミニズムのサイト

も、自然科学関係のものはほとんどない。 

・男性の参与が不足している：メンズリブのサイトは方
ファン

剛
ガン

の｢男性解放サロン」しかなく、

それも現在はほったらかし。 

 

三 日本にも参考になることはないか？ 

 

日本では、フェミニストは、ネットで外部に自らの主張を発信すること(twitter、ブログ、

ホームページ)が少なすぎるのでは？ (facebook や ML は、社会的広がりに限界)。 

  ━インターネット上ではフェミニズムは劣勢なので、「攻勢」に出る必要がある。 

    ｜ 

・ブログをしているフェミニストは少ない。twitter も盛んとは言えない。 

・2009 年、WAN 発足という変化――ただし、文化的内容(エッセイ、本・映画・ドラマ・

アート)が多く、性差別やバックラッシュを正面から批判するような記事はわりあい少ない

(でも、アクセス数が多いのは、そうした記事や、選挙時の政党アンケートなど)。さまざま

な団体が活動を広くアピールする場にもなっているが、もっと個々人(とくに若い方?)が自

分の主張を出すことも必要では？ 

・上海地下鉄事件のように、ネット発の運動がうねりを巻き起こすことはできないか？(2009

年、曽野綾子氏が痴漢をミニスカートのせいにしたのに対して、さまざまなブログが反論したが、最近、
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ブログは衰退気味)。 

・女性団体の twitter やブログも、「女権の声」のようには運動上の役割を果たしていない(フ

ォロワー数も 1/10 以下)。 

 

・twitter では、現場からの発信、相手側の対応の発信など、機動性を生かした発信をもっ

とできないだろうか？ ハッシュタグを生かした発信をもっとできないだろうか？ 

・twitter などに、個々人が自分の写真とメッセージを掲載することによって意思表明する

(よう呼びかける)ような活動はできないか？ 

・動画の活用――V-WAN が韓国水曜デモ 1000 回アクションなどを報じてきたが、他の団

体・個人も、動画を活用できないか？ ビジュアル的なインパクトのある活動。 

・双方向性をもっと活用できないか？――この点は、twitter、facebook、ブログのような

個人発信をしているか否かとある程度関係している。ただし、WAN サイトにもコメント欄

が付くなどの変化はある。 

 

日本のほうが中国より条件が有利で、到達点が高い面もある。 

・フェミニズムの思想的・学問的・文化的蓄積が厚く、研究者の層も厚い→たとえば WAN

における本・映画の紹介、ミニコミ図書館、教養豊かなエッセイのようなものは多い。 

・ネットに、民族的マイノリティの問題、屋外の集会、スト・団交などを含めた労働運動

を掲載しやすい。 

 

日中共通のインターネット上の弱点 

・自然科学系の女性研究者との分断 

・フェミニズムサイトとセックスワーカー、レズビアン・トランスジェンダーとの分断 

・メンズリブ的発信が弱い 

 

私自身も努力していることもありますが、まだ漠然とした感じしか言えないことも多くて

申し訳ないですが……。 
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資料(2014年 4月 28日追記) 

 

一「若い行動派フェミニストの運動・その後」については、拙ブログ「中国女性・ジェン

ダーニュース＋」(http://genchi.blog52.fc2.com/)中の「就職の男女差別に関する初の裁判が

和解――会社が謝罪、3 万元を支払う」、「学校教師による性暴力と行動派フェミニスト――

『強姦犯を閉じ込めろ、私を閉じ込めるな』」、「東莞のセックスワーカーに対するメディア

などの人権侵害についてのフェミニストらの抗議」、「農村での土地権侵害に対する『出嫁

女』の闘い――陳情、デモ、裁判、インターネット、パォーマンスアート」、「ジェンダー

平等活動グループの合宿に対する当局の妨害と『herstory maker青年女性行動力育成計画』」

の各エントリ参照。写真の出典は「“关强奸犯！别关我！”」女声网 2013 年 10 月 10 日 htt

p://www.genderwatch.cn:801/detail.jsp?fid=303149&cnID=90020。 

 

 二「中国の行動派フェミニストとインターネット」で引用した陳亜亜の 2008 年論文は、

「网络的力量：女性主义者跨界合作的新途径」麓山楓 2008 年 9 月 8 日

http://www.38hn.com/article.asp?id=1910。この節の写真の出典は、順に、想起的花开的

微博 2012-6-24 12:23 http://weibo.com/1667393761/yplMZADeo、想起的花开的微博

2012-6-24 12:29 http://weibo.com/1667393761/yplPq1s8N、女权之声的微博 2012-11-13 

16:52 http://weibo.com/1740974192/z50MC8j3R 


